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２
０
１
４
年
10
月
28
日
、
10
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
編
集
長

・
２
０
１
５
年
１
月
号
よ
り
編
集
委
員

の
内
藤
圭
介
さ
ん
が
副
編
集
長
に
な
る
。

・
10
月
16
日
に
編
集
委
員
会
を
開
催
し

た
。
大
山
勝
美
さ
ん
死
去
に
よ
り
、
２

０
１
５
年
１
月
号
の
特
集
を
「
４
Ｋ
８

Ｋ
」
か
ら
「
大
山
勝
美
さ
ん
追
悼
」
に

変
更
し
た
。
２
月
号
の
特
集
は
「
４
Ｋ

８
Ｋ
」の
予
定
。

・
12
月
号
か
ら
目
次
に
バ
ー
ド
マ
ン
に

つ
い
て
の
文
書
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、

選
奨
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
し
て
、
コ
ー
ナ
ー
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
る
予
定
。
こ
れ
に
つ
い
て
討
議
。
ラ

ジ
オ
委
員
会
は
次
の
委
員
会
で
検
討
し

た
い
。

・
藤
田
専
務
理
事
よ
り
追
悼
特
集
を
組

む
か
ど
う
か
は
、
会
へ
の
貢
献
で
判
断

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
討
議
。「
編
集
部

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
人
に
取
材
し
た

ほ
う
が
い
い
」「
会
の
内
外
に
取
材
し

て
ほ
し
い
が
、
最
終
判
断
す
る
の
は
編

集
部
」な
ど
の
意
見
が
出
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉  

古
川
副
委
員
長

・
第
52
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
の
参

加
本
数
は
１
２
５
本
で
、
前
年
よ
り
17

本
減
っ
た
。
30
日
に
選
考
会
を
開
催
す

る
予
定
。

・
10
月
１
日
に
９
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
「
日
曜
劇
場　

お
や
じ
の
背

中
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）「
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
14　

山
津
波　

宅
地
開
発
の
死
角
」

（
広
島
テ
レ
ビ
放
送
）「
ド
ラ
マ
24　

ア

オ
イ
ホ
ノ
オ
」（
テ
レ
ビ
東
京
）「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　
老
人
漂
流
社
会　
“
老

後
破
産
”
の
現
実
」の
４
本
を
選
ん
だ
。

・
滝
野
理
事
よ
り
前
年
に
比
べ
て
17
本

減
っ
た
こ
と
の
分
析
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
あ
り
、
事
務
局
で
地
上

波
、
Ｂ
Ｓ
、
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
出
品
数
の
傾

向
を
分
析
し
て
、
次
回
の
理
事
会
に
提

出
す
る
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉  

橋
本
委
員
長

・
10
月
14
日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
、

「
今
日
も
！
あ
さ
ぶ
り
」（
青
森
放
送
）

と
「
情
報
ワ
イ
ド
き
い
☆
ハ
ン
タ
ー
」

（
和
歌
山
放
送
）
の
朝
の
生
ワ
イ
ド
を

聴
取
し
た
。

・
第
52
回
上
期
の
参
加
作
品
は
37
本
で
、

前
年
よ
り
も
１
本
減
と
な
っ
た
。
選
考

会
は
10
月
20
日
に
生
ワ
イ
ド
部
門
、
音

楽
＆
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
部
門
を
開

催
し
た
。
24
日
に
ド
ラ
マ
部
門
、報
道・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
を
開
催
し
た
。

い
づ
れ
の
部
門
も
力
作
揃
だ
っ
た
が
、

ド
ラ
マ
部
門
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
の

は
残
念
だ
っ
た
。

・
今
年
２
回
目
の
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

入
賞
作
品
を
聴
い
て
、
語
り
合
う
会
」

を
11
月
８
日
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
開
催
す
る
予

定
。
優
秀
賞
の
「
赤
江
珠
緒　

た
ま
む

す
び
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
＆
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
、

第
 52
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

上
期
各
部
門
の
選
考
会
は
じ
ま
る

︱
 10
月
理
事
会
報
告
︱
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優
秀
賞
の
「
途
切
れ
た
１
１
９
番
」（
山

形
放
送
）
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
る
予
定
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉  

稗
田
委
員
長

・
10
月
23
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。
好

評
だ
っ
た
の
は
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
と
日

清
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
の
本
音
と
建
前
等
。

29
日
に
選
考
会
を
開
催
す
る
予
定
。

・
上
期
の
参
加
本
数
は
１
３
８
本
で
昨
年

よ
り
11
本
増
え
た
。
広
告
会
社
、
制
作
会

社
か
ら
の
応
募
が
主
だ
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー

か
ら
の
参
加
が
若
干
増
え
た
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉  

鈴
木
委
員
長

・
上
期
の
参
加
本
数
は
13
本
で
昨
年
よ
り

７
本
増
え
た
。

・
11
月
30
日
に
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
受
賞
作

を
見
て
、
制
作
者
と
語
る
会
」
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
博
物
館
で
開
催
す
る
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

川
喜
田
委
員
長

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
人
選
が
難
航
し
て
い

る
が
、
近
日
中
に
は
決
定
す
る
予
定
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
会
員
が
１
万
人
を
超
え
た
。
９
月
の
月

間
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ-

Ｚ
主
演
の
「
魔

法
★
男
子
チ
ェ
リ
ー
ズ
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

が
ダ
ン
ト
ツ
１
位
。

２
．
そ
の
他

①
放
送
批
評
懇
談
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
件　

藤
田
専
務
理
事

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
た
の

で
、
理
事
一
同
で
確
認
。
直
し
が
な
け
れ

ば
、
年
内
完
成
の
予
定
。
印
刷
部
数
は
３

０
０
０
部
を
予
定
し
て
い
る
。

②
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞　

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
レ

プ
リ
カ
検
討

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
レ
プ
リ
カ
の
頒
布
価
格
の

試
算
表
を
提
示
。
こ
れ
に
つ
い
て
討
議
。

カ
ー
ド
作
成
の
費
用
を
抑
え
た
案
を
採
用

す
る
こ
と
を
決
定
。

次
回
以
降
の
理
事
会

11
月
26
日（
水
）　

12
月
17
日（
水
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、

川
喜
田
尚
、
飯
田
み
か
、
藤
久
ミ
ネ
、
稗

田
政
憲
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
碓
井

広
義
、
茅
原
良
平
、
上
滝
徹
也
、
桜
井
聖

子
、
嶋
田
親
一
、
古
川
柳
子
、
山
田
健
太
、

中
島
好
登

会
議
記
録

［
10
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

1
日 

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

 

14
日 

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

 

16
日 

企
画
事
業
委
員
会

出
版
編
集
委
員
会

 

20
日 

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ワ
イ
ド
、
音
楽
＆
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
選
考
会

 

23
日 

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

 

24
日 

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
選
考
会

 

28
日 

理
事
会

 

29
日 

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
選
考
会

企
画
事
業
委
員
会

 

30
日 

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

  

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
選
考
会
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メ
デ
ィ
ア
の
価
値
を
高
め
る

�

奥�

律
哉

　
iPhone6

が
発
売
に
な
っ
た
。
画
面
サ

イ
ズ
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
バ
ッ
テ
リ

ー
容
量
も
格
段
に
向
上
し
た
。

　

モ
バ
イ
ル
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
高

速
大
容
量
化
と
デ
バ
イ
ス
の
性
能
向
上
に

伴
い
、
ま
す
ま
す
人
々
は
Ｉ
Ｐ
経
由
で
情

報
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
接
す
る
だ
ろ

う
。
若
い
人
ほ
ど
そ
の
傾
向
は
強
く
、
や

が
て
そ
の
人
々
が
社
会
の
中
核
を
担
う
年

齢
に
な
る
。
彼
ら
の
行
動
は
な
が
ら
行
動

が
基
本
で
、
隙
間
時
間
を
有
効
利
用
し
、

よ
り
便
利
な
も
の
を
好
み
、
友
人
と
の
調

和
を
重
視
、
情
報
の
出
所
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）

を
意
識
し
な
い
。
故
に
「
時
制
の
一
致
」

が
あ
い
ま
い
だ
。
そ
の
出
来
事
が
、
過
去

の
話
な
の
か
現
在
の
話
な
の
か
が
必
ず
し

も
明
確
に
意
識
／
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

　

翻
っ
て
、
視
聴
者
の
生
活
時
間
に
合
わ

せ
て
編
成
を
し
て
き
た
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
。

環
境
変
化
に
伴
う
伝
送
路
拡
大
や
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
多
様
化
に
向
き
合
う
必
要

が
あ
る
。
放
送
サ
ー
ビ
ス
・
番
組
や
Ｃ
Ｍ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
力
を
高
め
る
。
そ
の
一
翼

が
担
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
ジ
オ
が
好
き
で
す

�

中
村
亮
平

　

１
９
６
８
年
、
新
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
赴
任
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
井
放
送
局
で
最

初
に
や
ら
さ
れ
た
の
は
ラ
ジ
オ
の
天
気
予

報
と
６
ミ
リ
テ
ー
プ
の
編
集
で
し
た
。
ハ

サ
ミ
で
切
る
作
業
か
ら
パ
ソ
コ
ン
編
集
に

変
わ
り
ま
し
た
が
、
半
世
紀
近
く
経
っ
て

今
も
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
、

東
京
の
ラ
ジ
オ
ス
タ
ジ
オ
で
朝
ワ
イ
ド
番

組
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
大
震
災
で
ラ

ジ
オ
は
大
い
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
反

省
点
も
多
々
有
り
、
民
放
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
現

場
の
担
当
者
が
毎
月
集
ま
っ
て
、
ラ
ジ
オ

メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
良
さ
を
意
識
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
病
気
で
入
院
し
た
時
、
ゆ
っ
た
り
と

落
ち
着
い
た
声
で
語
り
か
け
る
「
ラ
ジ
オ

深
夜
便
」
を
聞
き
始
め
、
定
年
退
職
後
、

制
作
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
ラ
ジ
オ
の
基
本
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
予
算
も
人
も
少
な
い
中
で
頑
張
っ

て
い
る
ラ
ジ
オ
人
は
全
国
に
沢
山
い
ま
す
。

そ
ん
な
ラ
ジ
オ
の
応
援
団
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

放 送 批 評 懇 談 会ホームページには「 正 会員 」の 情 報が 掲 載されています。

掲 載 中 の 情 報 の 変 更をご 希 望 の 場 合は、

事 務 局までメール 、 F A X 、 電 話でご 連 絡ください。

メール 　 k o n d a n k a i @ h o u k o n . j p
 F A X 　 0 3 - 5 3 7 9 - 5 5 1 0
 T E L 　  0 3 - 5 3 7 9 - 5 5 2 1

よろしくお願いいたします。

お 知 ら せ



公開シンポジウム

〈ギャラクシー賞受賞「報道活動」を見て、制作者と語る会〉 ７

■日時 年 月 日（日）午後 時開始、 時終了予定

■場所 ＮＨＫ放送博物館・愛宕山ホール 東京都港区愛宕 （電話 ）

■主催 法人 放送批評懇談会 ギャラクシー賞報道活動部門委員会

ＮＨＫ放送博物館

■入場無料（定員 人） 事前の申し込みは必要ありません

今年で第 回を数えたギャラクシー賞にはテレビ、ラジオ、ＣＭ、報道活動の４部門があります。このうち報道活動部

門は個々の番組枠を超えたキャンペーンや息の長い調査報道、地域に密着した長期シリーズ、スクープ的な報道など

を対象にして、 年に新設されました。これまでにテレビ朝日の「ザ・スクープスペシャル 告発！警察の裏金疑惑」

シリーズ、札幌テレビ放送の「がん患者、お金との闘い」シリーズなどが大賞に輝き、ラジオ局やケーブルテレビ、コミュ

ニティＦＭなども受賞しています。

しかし、これらの優れた報道活動は放送エリア外ではなかなか視聴することができません。そこで、ギャラクシー賞報

道活動部門委員会では 年から毎秋、東京で〈ギャラクシー賞受賞「報道活動」を見て、制作者と語る会〉を開催し

てきました。受賞作のダイジェスト版を上映するとともに、その報道活動に携わった制作者をゲストとして招き、報道活

動部門の選奨委員らとトークを繰り広げます。

今回は「地域の人々と現実にどう向き合うか」というテーマを設定し、第 回ギャラクシー賞報道活動部門の受賞作

３作を取り上げます。大賞を受けたＮＨＫ広島放送局の「『里山資本主義』の提言と報道活動」は、無価値と思われてき

た里山の資源を生かす新たな経済活動に光を当て、「本当の豊かさとは何か」を考えさせる提言報道です。出版化やイ

ンターネットによる動画配信によって、「中国山地から始まった静かな革命」は全国に発信されました。

札幌テレビの「タンチョウ衝突死～保護活動への警鐘～」（選奨受賞）は、特別天然記念物のタンチョウが釧路湿原

一帯で増え、列車とぶつかって死ぬ事故が相次いでいるため、その背景や保護活動のあり方を掘り下げました。テレビ

朝日映像の「アーサー・ビナード 日本人を探して」（選奨受賞）は、ＢＳ朝日の報道番組「いま日本は」の企画コーナー

で、日本語が達者なアメリカの詩人が全国各地を訪れ、伝統と風土に根ざす人々と対話を重ねます。写真で構成し、言

葉の重みを際立たせる手法が新鮮です。

制作者、研究者、視聴者を問わず、多くの皆さんの参加を望んでいます。

◇ゲスト

報道局 チーフ・プロデューサー（前 広島放送局勤務）井上恭介

札幌テレビ放送 報道部マネジャー 眞鍋浩史

「アーサー・ビナード 日本人を探して」ディレクター 松井亜芸子

◇司会 ギャラクシー賞報道活動部門委員長 鈴木嘉一

このほかに、報道活動部門選奨委員がパネリストとして参加します。

＜問い合わせ＞

■放送批評懇談会 （平日 時～ 時／ 時～ 時）

＜会場へのアクセス＞

■最寄り駅 地下鉄日比谷線 神谷町

（ 番出口、徒歩 分）


